

































 そしてとくに、このうちの「障害の社会モデル（the social model of disability）」は、イ
ンペアメントとディスアビリティとを明確に区別するものである。たとえば、英国におけ
る障害学の中心人物であるヴィク・フィンケルシュタイン（Vic Finkelstein）らの活動によ











害者分類」（International Classification of Impairments, Disabilities, and Handicaps：
ICIDH）などもあり、1997年には、その改正版である「機能障害、活動、参加の国際分類：
障害と機能の諸次元のマニュアル」（ International Classification of Impairments, 






















































































































学者であるウェンディ ・ーセイモア（Wendy Seymour）が、「身体の変容」（Bodily Alterations 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































段階からゾラの助言者のひとりであったジョージ・キャスパ ・ーホーマンス（George Casper 
Homans）を挙げている。ちなみにホーマンスは、1964 年に発表した論文「人間を連れ戻
す」（Bringing Men Back In）のなかで、現代の社会学が、それ自身が考察しようとしてい
る対象から果てしなく遠ざかってしまうほどに分析的になりつつあるとして、「社会学の危
機」について問題にしている。そしてふたり目としてゾラが挙げるのは、アーサー・フラ
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